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子どもの成長と子育ての支援に関するアンケート調査（小学生） 

－ ご協力のお願い －  

日頃より市の子育て支援施策にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、東御市では、平成２７年４月１日から「子ども・子育て支援法」による新しい制度

が運用されることを受け、すべての子どもが等しく質の高い幼児期の教育・保育を受けられ

る環境整備を進めるため、同法に基づき「東御市子ども・子育て支援事業計画」を策定する

ことといたしました。 

そこで、計画策定の基礎資料とするため、市内にお住まいの小学校１・２年生のお子さん

がいるご家庭を対象として、子育て・教育の実情や子育て支援サービスに関する利用意向な

どなどについて、アンケート調査を実施させていただくことにいたしました。 

調査結果を今後の計画づくりに生かしていくためには、できるだけ多くの方々から率直な

ご回答をいただく必要があります。皆さまからお寄せいただいた内容は統計的に処理し、調

査の目的以外には使用いたしません。 

つきましては、ご多用中のこととは存じますが、この調査の趣旨をご理解いただき、ご協

力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

平成２６年１月 

東 御 市 

 

＜ご記入の際はご注意ください＞ 

１．アンケートには、小学生のお子さんの保護者にあたる方がご回答ください。保護者の方

のご記入が困難な場合は、他のご家族の方などがかわってご記入ください。 

２．この調査は無記名です。（調査票にお名前を書いていただく必要はありません。） 

３．質問への回答は、あてはまる選択肢の番号に「○」をつけるもの、記入欄に数字を直接

ご記入いただくものなどがあります。また、質問によって選んでいただく番号などの個

数を「１つ」または「１つ選択」、「すべて」または「複数選択可」などと指定していま

すので、記入に誤りがないように質問文をよく読んでお答えください。 

４．数字で時刻を記入する場合は、24時間制（例：午後6時30分は→18時30分）でご回答くだ

さい。 

５．アンケートでは、教育・保育施設や各種事業の利用希望を質問していますが、この調査

により実際に施設や事業の利用確認や利用決定をするものではありません。今回いただい

た利用希望は、将来変更していただいて構いません。 

６．記入が終わりましたら、この調査票を配布時の封筒を再利用して封入し、無記名で１月

２７日(月)までに通学している小学校へ提出してください。 

 

このアンケート調査についてのご質問などは、下記へお問い合わせください。 

東御市 健康福祉部 子育て支援センター 子育て支援係 

電話：０２６８-６４-５８１４（直通） FAX：０２６８-６４-３１２８  

メール：kosodate@city.tomi.nagano.jp 
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問１ この調査票に回答いただく方はどなたですか。（当てはまる番号１つに○をしてください） 

１．母親がひとりで回答 

２．父親がひとりで回答 

３．母親と父親が一緒に回答 

４．祖父母など他の家族が回答 

５．その他 

（くわしく           ） 

 

 

問２ 現在、通学している小学校はどちらですか。（当てはまる番号１つに○をしてください） 

１．北御牧小学校 

２．田中小学校 

３．祢津小学校 

４．和小学校 

５．滋野小学校 

 

 

 

問３ お子さんは現在、何年生ですか。また、それぞれのお子さんの人数を（   ）内に記入して

ください。 

小学校：  １年生（    ）人   ・  ２年生（    ）人 

 

 

問４ 現在お子さんと一緒に暮らしている家族はどなたですか。（当てはまる番号すべてに○をしてく 

ださい） 

（お子さんからみて） 

１．母親 

２．父親 

３．きょうだい 

４．祖母 

５．祖父 

６．その他の親族 

７．その他（          ） 

 

 

問５ 家庭において、問３の小学生のお子さんの子育て・教育を主にしている方はどなたですか。（当

てはまる番号１つに○をしてください） 

１．母親と父親が同じ程度 

２．主に母親 

３．主に父親 

４．祖父母 

５．その他の家族 

（くわしく                  ） 

 

 

問６ 問３の小学生のお子さんに何かあったときに頼りにできる親戚・知人などがおられますか。（当 

てはまる番号１つに○をしてください） 

１．概ね30分以内で行き来できるところに、頼りにできる人がいる 

２．もっと時間がかかるが、頼りにできる人がいる 

３．だれもいない 

 

 

 

 

 

お子さんとご家族について 
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問７ 母親の就労状況と就労時間をお答えください（父子家庭などで、母親がいない場合は回答不要 

です）。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

また、産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況でお答えください。なお、就労時間の 

表記は、必ず２４時間制（例：８時００分～１８時３０分）でご記入ください。 
 

母親の就労状況 【１つ選択】  就労時間 【数字を記入】 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

➧ 

1週当たり  日 
 

1日当たり   時間 
 

家を出る時間 時      分 

帰宅時間 時      分 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

  

 

 

 

 

問８ 父親の就労状況と就労時間をお答えください（母子家庭などで、父親がいない場合は回答不要 

です）。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

また、育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況でお答えください。なお、就労時間の表記は、 

必ず２４時間制（例：８時００分～１８時３０分）でご記入ください。 
 

父親の就労状況 【１つ選択】  就労時間 【数字を記入】 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

➧ 

1週当たり  日 
 

1日当たり   時間 
 

家を出る時間 時      分 

帰宅時間 時      分 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

  

 

 

 

 

 

 

父親の仕事について 

母親の仕事について 



 4 

 

 

問９ お子さんの、放課後の過ごし方についてお伺いします。お子さんは、放課後（平日の小学校終了

後）の時間をどのような場所で過ごされていますか。また、希望としてはどのような場所で過ごさせた

いですか。現状と希望について、１週間当たりの日数をお答えください。 

放課後を過ごす場所 【複数選択可】 
１週当たりの日数 【数字を記入】 

現状 希望 

 １．自宅 週 
 

日くらい 
 

週 
 

日くらい 
 

 ２．祖父母宅や友人・知人宅 週 
 

日くらい 
 

週 
 

日くらい 
 

 ３．習い事（スポーツ、塾など） 週 
 

日くらい 
 

週 
 

日くらい 
 

 ４．児童館 週 
 

日くらい 
 

週 
 

日くらい 
 

 ５．放課後児童クラブ（学童保育） 週 
 

日くらい 
 

週 
 

日くらい 
 

 ６．その他（図書館、公園など） 週 
 

日くらい 
 

週 
 

日くらい 
 

 

 

（参考資料）東御市における放課後児童対策事業の概要 

事業名 事業概要 利用可能時間 施設名 

児童館 児童の遊びの場として、児童の健康を増

進し、情操を豊かにすることを目的として設

置されている施設 

各施設、曜日により異なる 田中児童館  滋野児童館 

祢津児童館  和児童館 

北御牧児童館 

放課後児童クラブ 保護者の就労等により保育に欠ける児

童に対し、保護者に代わり安全な遊び場

や生活の場を提供し、基本的生活習慣を

身につけると同時に様々な活動を通じて、

自主性や協調性を養い、児童の健全育成

を図る事業 

月～金曜日 

放課後～19：00 

土曜日及び学校休校日 

8：00～18：00（祝日・

年末年始、お盆を除く） 

田中児童クラブ  

祢津児童クラブ 

和児童クラブ 

滋野児童クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の過ごし方ついて 
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問１０ 平日、土曜日、日・祝日、長期休暇中（春・夏・冬休み）について、それぞれの期間にお

ける学童保育の利用希望と利用したい時間帯をお答えください。 

なお、学童保育は両親が共働きであるなど、家庭において子どもを保育することが困難な場合に

利用でき、一定の利用料が発生します。利用したい時間帯の表記は、必ず２４時間制（例：８時０

０分～１８時３０分）でご記入ください。 

 利用希望の有無  【１つ選択】  利用したい時間帯  【数字を記入】 

平日 

１．週 4日以上利用したい 

２．週 1～3日利用したい 
➧ 

下校時から 

 

  時   分まで 
 

３．利用希望はない   

土曜日 

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月 1～2回利用したい 
➧ 

  時   分から 

 

  時   分まで 
 

３．利用希望はない   

日・祝日 

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月 1～2回利用したい 
➧ 

  時   分から 

 

  時   分まで 
 

３．利用希望はない   

長期休暇中 

(春・夏・冬休み) 

１．週 4日以上利用したい 

２．週 1～3日利用したい 
➧ 

  時   分から 

 

  時   分まで 
 

３．利用希望はない   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望について 
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問１１ この１年間（平成２４年１０月～平成２５年９月の間）に、保護者の用事（冠婚葬祭、家

族の病気など）により、あて名のお子さんを日帰りまたは泊りがけで、家族以外に預けなければな

らないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含む）。 

必要があった場合は、その際の対処方法を選択し、それぞれの日数をお答えください。 

必要性の有無 
【１つ選択】 

 

１年間の対処方法 【複数選択可】 
年間日数 【数字を記入】 

日帰り 泊りがけ 

１．あった ➧ 

ア．（同居者を含む）親族・知人に預けた   日 
 

  泊 
 

イ．短期入所生活援助（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）事業を利用した   日 
 

  泊 
 

ウ．認可外保育施設、居宅訪問型保育（ベビーシッター

等）を利用した 
  日 

 

  泊 
 

エ．仕方なく子どもを同行させた   日 
 

  泊 
 

オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた   日 
 

  泊 
 

カ．その他（                   ）   日 
 

  泊 
 

２．なかった   
 

 

問１２ 問１１で 「ア．（同居者を含む）親族・知人に預けた」 を選んだ方にお伺いします。 

親族・知人に預ける場合の困難度はどの程度でしたか。（当てはまる番号１つに○をしてください） 

１．非常に困難であった ２．どちらかというと困難であった ３．特に困難ではなかった 

 

（参考資料）東御市や長野県における不定期の保育事業や宿泊を伴う一時預かり事業の概要 

事業名 事業の概要 実施場所 利用料 

一時保育 疾病等の緊急時及び育児疲れ解消等の理

由で保育が必要となる場合に、一時的に保育所

で子どもを預かる事業 

東御市内の

すべての保

育園 

一日（４時間超え～８時間以下） 

３歳児未満 2,800円 ３歳児以上 1,500円 

半日（４時間以内） 

３歳児未満 1,600円 ３歳児以上 1,000円 

延長保育料金（30分ごとに） 

3歳児未満 300円 3歳児以上 200円 

短期入所生

活援助（ショ

ートステイ） 

事業 

 保護者が、疾病・疲労などの身体上・精神上・

環境上の理由により児童の養育が困難となった

場合等に、長野県の児童養護施設など保護を

適切に行うことができる施設において養育・保護

を行う（原則として7日以内）。 

  

夜間養護等

（トワイライト

ステイ）事業 

 保護者が、仕事その他の理由により、平日の夜

間または休日に不在となり児童の養育が困難と

なった場合等の緊急の場合に、長野県の児童養

護施設など保護を適切に行うことができる施設に

おいて児童を預かるもの。 

  

宿泊を伴う一時預かり等の利用について 



 7 

 

問１３ 小学生のお子さんが、この１年間（平成２４年１０月～平成２５年９月の間）に病気や

ケガのために小学校に通うことができず、特別な対応をとる必要性がありましたか。必要性が

あった場合はこの１年間に行った対処法を選択し、それぞれの日数をお答えください（半日の

場合も１日とカウントしてください）。 

必要性の有無 
【１つ選択】 

 
１年間の対処方法 【複数選択可】 

年間日数 
【数字を記入】 

 

１．あった ➧ 

ア．就労していない保護者が対応した   日 
 

 
 

イ．就労している母親が仕事を休んで対応した   日 
 

 

⇒問 14 へ 

ウ．就労している父親が仕事を休んで対応した   日 
 

エ．（同居者を含む）親族・知人に預けた   日 
 

 

⇒問 15 へ 

オ．居宅訪問型保育（ベビーシッターを頼んだ）   日 
 

カ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた   日 
 

キ． その他（                ）   日 
 

２．なかった   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気の際の対応について 
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問１４ 問１３の対処方法で、 「イ．」 または 「ウ．」 を選んだ方にお伺いします。 

その際、できれば６ページの『（参考資料）東御市や長野県における不定期の保育事業や宿泊を伴う

一時預かり事業の概要』に記載された事業等を利用したいと思われましたか。 

思われた場合は希望日数を記入してください。また「利用したい」、または「できれば利用したい」

と思う事業形態をお答えください。思わなかった場合は、その理由をお答えください。 

なお、これらの事業や施設の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

病気の際の意向 
【１つ選択】 

   

１．できれば利用 

したいと思った ➧ 

希望日数 
【数字を記入】   日 ⇐ 

問 13 において、イまたはウで答えた日数のうち、希

望したい日数 
 

希望する事業形態 
【複数選択可】 

ア．小児科や児童養護施設等に併設した施設で子どもを預かる事業 

イ．保育所や幼稚園に併設した施設で子どもを預かる事業 

ウ．ファミリー・サポート・センター（※） 

エ．その他（                                ） 

２．利用したいとは 

思わなかった ➧ 思わなかった理由 
【複数選択可】 

ア．他人に預けるのが不安なため 

イ．地域の子どもを預かる事業の質に不安があるため 

ウ．場所や利用時間が合わないため 

エ．利用料が高いため 

オ．利用料が分からないため 

カ．親が仕事を休んで対応できるため 

キ．その他（                                 ） 

ク．特に理由はない 

※ファミリー・サポート・センターは、地域において、子育ての手助けを「受けたい人」と「行いたい人」が会員となり、子育てにつ

いて助け合う会員組織です。以前は市でも実施していましたが、会員数が減少したことにより現在は実施していません。 

 

 

問１５ 問１３の対処方法で、 「エ．」 から 「キ．」 のいずれかを選んだ方にお伺いします。 

その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで対応したい」と思われましたか。思われた場合は

できれば仕事を休んで対応したい日数を、休んで対応することが難しい場合はその理由を合わせてお

答えください。 

 

希望の有無 【１つ選択】   

１．できれば仕事を休んで対応したい ➧ 希望日数 
【数字を記入】   日 ⇐ 

問 13 でエ～クと答えた日数
の合計に対して 

 

２．仕事を休んで対応することは非常に

難しい ➧ 非常に難しい理由 
【複数選択可】 

ア．子どもの看護を理由に休みがとれない 

イ．自営業なので休めない 

ウ．休暇日数が足りないので休めない 

エ．その他（                    ） 
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問１６ 子育てについて、どのように感じていますか。（当てはまる番号１つに○をしてください） 

１．楽しいと感じることの方が多い 

２．楽しいと感じたり、つらいと感じたりすることが同じくら

い 

３．つらいと感じることの方が多い 

４．わからない 

５．その他の家族 

（くわしく                       ） 

 

 

問１７ 子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。（当てはまるすべ 

ての番号に○をしてください） 

(1) 子どもに関すること 

１．病気や発育発達に関すること 

２．食事や栄養に関すること 

３. 子どもとの接し方に自信が持てないこと 

４．子どもと過ごす時間が十分取れないこと 

５. 子どもの教育に関すること 

６．子どもの友だちづきあいに関すること 

７．子どもの登校拒否や不登校など 

８．その他 

（くわしく                          ） 

９．特にない 

 

(2) 保護者（あなたご自身）に関すること 

１．子育てに関して配偶者の協力が少ないこと 

２．配偶者と子育てに関して意見が合わないこと 

３．子育てが大変なことを、家族や親せき、近隣の

人、職場など周りの人が理解してくれないこと 

４．ご自身の子育てについて、家族や親せき、近隣の

人、職場など周りの見る目が気になること 

５．子育てに関して話し相手や相談相手がいないこ

と 

６．仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分

取れないこと 

７．配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいない

こと 

８．子どもに厳しくあたってしまうこと 

９．子育てによる身体の疲れが大きいこと 

10．子育てにかかる出費がかさむこと 

11．住居がせまいこと 

12．その他 

（                            ） 

13．特にない 

 

 

問１８ 東御市は子育てがしやすいまちと思いますか。（当てはまる番号１つに○をしてください） 

１．子育てがしやすい 

２．ふつう 

３．子育てがしやすくない 

４．わからない 

 

 

 

 

 

 

子育てに関する意識や地域の環境についておたずねします。 
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問１９ お住まいの地域の子育て環境について、日頃どのようにお感じですか。 

（①～⑩のそれぞれについて、あてはまるものを１つ選んで○をしてください） 

 そう思う 
どちらとも 

いえない 
そう思わない わからない 

①同世代の子どもが近所に多い １ ２ ３ ４ 

②子育てに関する情報が豊富 １ ２ ３ ４ 

③子育てに関する相談がしやすい １ ２ ３ ４ 

④子ども会、子育てサロンなどの活動が盛ん １ ２ ３ ４ 

⑤保育サービスが充実している １ ２ ３ ４ 

⑥教育環境が充実している １ ２ ３ ４ 

⑦気軽に利用できる遊び場が整っている １ ２ ３ ４ 

⑧公共施設や道路が子育てに配慮されている １ ２ ３ ４ 

⑨子どもに対する犯罪や事故が少ない １ ２ ３ ４ 

⑩地域で子育てを温かく見守る雰囲気がある １ ２ ３ ４ 

 

 

問２０ お住まいの地域は、お子さんにとって自然、社会、文化などの活動において、どのような体

験がしやすい環境であると考えますか。（当てはまる番号１つに○をしてください） 

１．スポーツ活動 

２．文化芸術活動 

３．ボランティア活動 

４．体験学習活動（ものづくり体験など） 

５．野外活動（キャンプなど） 

６．社会福祉活動（高齢者訪問など） 

７．国際交流活動（ホームステイなど） 

８．青少年団体活動（こども会活動など） 

９．環境分野での社会貢献活動（リサイクル活動な

ど） 

10．環境教育活動（自然観察など） 

11．地域の活動（地域のお祭りや運動会など） 

12．その他（くわしく              ） 

13．特にない 

 

 

問２１ 子育てを支援するために、今後どのような支援や活動が必要だと思われますか。 

（お考えに近いものを３つまで選んで○をしてください） 

１．地域における子育て支援の充実（一時預かり、

育児相談など） 

２．保育サービスの充実 

３．子育て支援のネットワークづくり 

４．地域における子どもの活動拠点の充実 

５．訪問型の支援サービスの充実 

６．健やかな妊娠・出産に対する支援の充実 

７．子どもの教育環境の充実 

８．子育てしやすい住居、まちの環境面での充実 

９．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 

10．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

11．援護を要する子どもに対する支援の充実 

12．その他 

（くわしく                     ） 
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問２２ 子育てを支援するために、どのようなことにもっと力を入れてほしいと思われますか。 

（当てはまるすべての番号に○をしてください） 

１．親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する 

２．親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす 

３．親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する 

４．子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくりや歩道の段差解消などの

「子育てのバリアフリー化」に取り組む 

５．子育てに困ったときの相談体制を充実する 

６．子育て支援に関する情報提供を充実する 

７．子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増加と内容の

充実を図る 

８．子育てサークル活動への支援を充実する 

９．保育所や留守家庭児童会など子どもを預ける施設を増やす 

10．幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休みなどの預かり保育などを充実する 

11．専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる子育て支援サービスに対する支援を行う 

12．小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する 

13．子どもの安全を確保する対策を充実する 

14．子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる 

15．育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの子育て世帯への経済的援助を拡充する 

16．公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む 

17．その他 

（くわしく                                                         ） 

18．特になし 
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◆最後に、子どもの成長と子育ての支援について東御市に望むことなどがありましたら、

ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただき大変ありがとうございました。 

お手数ですが、配布時の封筒を再利用して封入し、無記名で 

１月２７日（月）まで通学している小学校へ提出してください。 


